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どこが変わった？
診療報酬 診療あんない 69年目の夏

3面 7・10面 8・9面

No.338

5万2,613人 17億6,159万5,800円 3万3,482円 51支部 445班
5月31日
　　現在

おいしいお米に
なーれ!

どろんこ遊び＆
 田植え体験
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どこが変わった？診療報酬
４月に行われた２年に１度の診
療報酬の改定について、今回の
改定のポイントを解説します。

実
質
マ
イ
ナ
ス
改
定

　

診
療
報
酬
は
政
府
・
厚
生
労
働

省
が
決
定
し
て
い
ま
す
。
今
回
の

改
定
で
は
0.1
％
の
プ
ラ
ス
改
定
で

す
が
、
消
費
税
増
税
に
伴
う
費
用

の
増
加
を
考
慮
す
る
と
、
実
質
は

医
療
機
関
に
と
っ
て
マ
イ
ナ
ス

1
・
26
％
の
改
定
で
す
。

2
0
2
5
年
に
向
け
て

　

今
回
の
改
定
で
は
、「
2
0
2
5

年
問
題
」
に
向
け
て
の
国
の
方
針

が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。「
2
0
2

5
年
問
題
」
と
は
、
団
塊
の
世
代

が
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
に
な

る
2
0
2
5
年
以
降
、
病
院
に
か

か
っ
た
り
要
介
護
の
状
態
に
な
る

国
民
が
急
激
に
増
え
、
医
療
・
介

護
費
が
増
大
す
る
こ
と
が
予
測
さ

れ
る
問
題
で
す
。

　

こ
う
し
た
将
来
が
予
測
さ
れ
る

中
、
在
宅
医
療
や
介
護
を
含
む
地

域
で
の
包
括
的
な
ケ
ア
の
た
め
の

仕
組
み
を
今
か
ら
作
り
上
げ
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
政
府
が
進
め
る
社
会
保
障

費
削
減
の
政
策
を
反
映
し
、医
療
・

介
護
に
つ
い
て
大
き
く
費
用
抑
制

を
す
る
方
向
を
打
ち
出
し
た
と
い

う
面
も
あ
り
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
1

入
院
医
療
の
機
能
分
化

　

国
は
、
高
度
な
医
療
を
提
供
す

る
急
性
期
病
床
の
大
幅
な
削
減
と
、

そ
れ
に
よ
る
医
療
機
関
の
再
編
を

行
お
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

急
性
期
と
は
一
般
的
に
、
病
状

が
悪
化
し
て
い
る
状
態
で
、
全
身

管
理
が
必
要
な
時
期
で
す
。
回
復

期
と
は
、
症
状
が
安
定
に
向
か
っ

て
い
る
時
期
で
、
リ
ハ
ビ
リ
を

行
っ
た
り
し
な
が
ら
、
在
宅
生
活

へ
の
適
応
を
促
す
時
期
で
す
。

　

今
回
の
改
定
で
、
診
療
報
酬
の

高
い
急
性
期
病
棟
の
施
設
基
準
が

厳
し
く
な
っ
た
た
め
、
対
応
で
き

な
い
病
棟
は
回
復
期
等
へ
の
変
更

を
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

今
後
患
者
さ
ん
は
、
医
療
資
源

の
集
約
さ
れ
た
大
病
院
で
治
療
を

行
い
、
症
状
が
安
定
し
た
ら
回
復

期
の
病
院
へ
移
り
、
そ
こ
か
ら
さ

ら
に
在
宅
へ
、
と
い
う
よ
う
に
、

病
棟
機
能
に
よ
る
病
院
の
変
更
や
、

早
期
の
在
宅
復
帰
が
求
め
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
「
病
院

か
ら
在
宅
へ
」
の
流
れ
は
、
医
療

費
の
削
減
と
、「
公
助
か
ら
自
助

へ
」
の
流
れ
と
も
見
え
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
2

地
域
包
括
ケ
ア
の
導
入

　

病
院
と
在
宅
が
連
携
し
た
、
包

括
的
な
ケ
ア
の
仕
組
み
づ
く
り
と

し
て
、
入
院
で
は
「
地
域
包
括
ケ

ア
病
棟
」、
外
来
で
は
「
地
域
包

括
診
療
料
」
が
新
た
に
導
入
さ
れ

ま
し
た
。

　

地
域
包
括

ケ
ア
病
棟
は
、

急
性
期
後
の

回
復
期
を
担
う
病
棟
と
し
て
、
リ

ハ
ビ
リ
な
ど
を
行
い
な
が
ら
、
患

者
さ
ん
の
在
宅
復
帰
ま
で
を
支
え

る
病
棟
で
す
。
長
期
入
院
の
難
し

い
一
般
病
床
の
受
け
皿
と
し
て
の

役
割
も
あ
り
ま
す
。
神
戸
協
同
病

院
も
、
4
F
病
棟
の
一
部
14
床
を

地
域
包
括
ケ
ア
病
床
へ
変
更
し
て

対
応
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
包
括
診
療
料
（
1
5
0
3

点
／
月
）
は
、「
主
治
医
機
能
」

を
重
視
し
評
価
し
た
、
届
け
出
制

の
包
括
点
数
で
す
。
算
定
対
象
者

は
、
高
血
圧
症
・
糖
尿
病
・
脂
質

異
常
症
・
認
知
症
の
4
疾
病
の
う

ち
2
つ
以
上
を
有
し
た
患
者
で
、

複
数
の
疾
病
を
主
治
医
と
し
て
治

療
・
管
理
し
て
い
る
患
者
で
す
。

算
定
す
る
と
再
診
料
や
検
査
料
等

が
す
べ
て
包
括
点
数
に
含
ま
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

6
月
22
日
（
日
）
に
、
第
72
回
通

常
総
代
会
が
神
戸
朝
日
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
、総
代
249
名
、オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

169
名
、
理
事
35
名
、
監
事
3
名
、
計

456
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

理
事
長
あ
い
さ
つ

　

道
上
理
事
長
か
ら
は
、
6
月
18
日

に
強
行
採
決
・
成
立
し
た
「
医
療
介

護
総
合
法
」
が
社
会
保
障
を
大
き
く

後
退
さ
せ
る
内
容
で
あ
る
こ
と
、
集

団
的
自
衛
権
行
使
容
認
の
動
き
に
対

し
、
国
民
全
体
で
「
ノ
ー
」
の
声
を

大
き
く
広
げ
、
憲
法
を
守
る
取
り
組

み
を
強
め
よ
う
と
呼
び
か
け
ら
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
緩
和
ケ
ア
病
棟
開
設
に
向

け
て
の
「
3
つ
の
コ
ン
セ
プ
ト
（
骨

格
と
な
る
考
え
方
・
概
念
）」
に
つ

い
て
の
提
案
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
つ
目
は
、「
切
れ
目
の
な
い
医

療
の
中
で
の
緩
和
ケ
ア
の
追
求
」
＝

神
戸
協
同
病
院
が
60
年
に
わ
た
り
、

保
健
予
防
〜
急
性
期
医
療
、
慢
性
疾

患
医
療
、
リ
ハ
ビ
リ
、
在
宅
医
療
、

介
護
連
携
な
ど
切
れ
目
の
な
い
医
療

を
実
践
し
て
き
た
こ
と
。
緩
和
ケ
ア

は
、
医
療
・
看
護
の
継
続
性
に
不
可

欠
な
分
野
で
あ
り
、
そ
の
セ
ン
タ
ー

的
機
能
を
果
た
す
こ
と
。

　

二
つ
目
は
、「
医
療
生
協
な
ら
で

は
の
緩
和
ケ
ア
の
実
現
」
＝
緩
和
ケ

ア
病
棟
へ
の
組
合
員
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
参
加
や
、
在
宅
で
の
生
活
支
援
を
、

職
員
と
組
合
員
が
「
協
同
」
し
て
お

こ
な
う
な
ど
、「
医
療
生
協
な
ら
で

は
」
の
取
り
組
み
を
す
す
め
る
こ
と
。

　

三
つ
目
は
、「
下
町
の
緩
和
ケ
ア

病
棟
」
＝
多
く
の
人
が
働
き
暮
ら
す

場
で
あ
り
、
人
と
人
の
ふ
れ
あ
い
や

温
か
み
の
あ
る
「
下
町
」
の
良
さ
や

特
徴
を
活
か
し
た
病
棟
づ
く
り
を
お

こ
な
う
こ
と
。

　

今
後
、
3
つ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
職

員
・
組
合
員
の
中
で
さ
ら
に
深
め
、

緩
和
ケ
ア
病
棟
の
開
設
を
す
す
め
ま

す
。

板
崎
専
務
理
事
の
報
告
と
方
針
提
起

　

板
崎
専
務
理
事
か
ら
は
、
2
0
1

3
年
度
の
ま
と
め
と
2
0
1
4
年
度

方
針
の
提
起
が
あ
り
ま
し
た
。

　

昨
年
度
は
、
い
た
や
ど
ク
リ
ニ
ッ

ク
60
周
年
、
番
町
診
療
所
50
周
年
、

ひ
ま
わ
り
診
療
所
20
周
年
、
訪
問
看

護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か
け
は
し
10
周
年

な
ど
、
節
目
と
し
て
の
行
事
が
取
り

組
ま
れ
、
組
合
員
や
職
員
の
中
で
神

戸
医
療
生
協
の
歴
史
と
事
業
・
運
動

に
確
信
が
深
ま
っ
た
こ
と
。
ま
た
、

51
番
目
の
支
部
と
な
る
「
虹
支
部
」

（
加
古
川
ブ
ロ
ッ
ク
）
が
誕
生
す
る

な
ど
、
活
動
地
域
が
さ
ら
に
広
が
っ

た
こ
と
。
一
方
、
事
業
面
で
は
、
法

人
全
体
で
5
1
1
3
万
円
の
赤
字
と

な
り
、
2
0
0
7
年
以
来
の
大
変
厳

し
い
事
態
と
な
っ
た
こ
と
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

　

2
0
1
4
年
度
は
、
神
戸
協
同
病

院
の
緩
和
ケ
ア
病
棟
開
設
を
成
功
さ

せ
る
こ
と
と
同
時
に
、
経
営
面
で
の

取
り
組
み
強
化
が
協
調
さ
れ
、
と
り

わ
け
、
神
戸
協
同
病
院
の
収
益
減
少

の
大
き
な
要
因
で
あ
る
患
者
確
保
を

す
す
め
る
こ
と
、
そ
の
た
め
に
も
組

合
員
を
増
や
し
利
用
結
集
を
強
め
る

こ
と
。「
健
康
の
輪
」
の
運
動
で
は
、

ま
だ
ま
だ
低
い
健
診
受
診
を
大
き
く

発
展
さ
せ
る
こ
と
な
ど
、
事
業
所
の

経
営
改
善
を
職
員
と
地
域
の
組
合
員

が
力
を
合
わ
せ
取
り
組
み
、
緩
和
ケ

ア
病
棟
開
設
の
成
功
へ
と
結
実
さ
せ

よ
う
と
の
提
起
が
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
・
事
業
所
か
ら
の
発
言

　

地
域
か
ら
の
発
言
で
は
、
昨
年
度

に
結
成
さ
れ
た
虹
支
部
の
取
り
組
み

（
加
古
川
）、
若
い
人
を
対
象
に
し
た

活
動
（
明
石
）、
西
舞
子
支
部
の
あ

ゆ
み
（
垂
水
）、
担
い
手
班
会
交
流

の
取
り
組
み
（
西
区
）
支
部
で
の
健

診
の
取
り
組
み
（
須
磨
）、
脳
イ
キ

イ
キ
班
会
の
活
動
（
長
田
）、
支
部

で
の
助
け
合
い
活
動
（
兵
庫
）
な
ど
、

豊
か
な
活
動
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
文
書
発
言
と
し
て
、
地
域
で

の
助
け
あ
い
活
動
（
加
古
川
・
肥
塚

啓
子
総
代
）、班
活
動
に
つ
い
て
（
明

石
・
廣
田
弘
子
総
代
、
垂
水
・
佐
治

和
江
総
代
）
が
あ
り
ま
し
た
。

　

事
業
所
か
ら
は
、
歯
科
署
名
活
動

の
経
験
、
緩
和
ケ
ア
病
棟
開
設
に
向

け
た
職
員
の
活
動
、
東
日
本
震
災
支

援
活
動
、
駒
ど
り
の
歩
み
と
今
後
、

医
療
生
協
と
の
連
携
な
ど
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

●
今
回
の
改
定
の
基
本
方
針
●

1 　

2
0
2
5
年
に
向
け
て
、

医
療
提
供
体
制
の
再
構
築
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

構
築
を
図
る
。

2 　

入
院
医
療
・
外
来
医
療
を

含
め
た
医
療
機
関
の
機
能
分

化
・
強
化
と
連
携
、
在
宅
医

療
の
充
実
等
に
取
り
組
む
。

図 人口ピラミッド

2025年には
4人に1人が
75歳以上！

第
72
回
通
常
総
代
会

開
か
れ
る
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７月・８月 イベント案内

わ 家わ 家が アアイイド ルアの Part.9 みなさんの身近な 「アイドル」の写真とコメ
ント （20文字程度）を本部（表紙参照）ま
で送ってください。 送っていただいた写真
は返却できませんので、 ご了承ください。

 問い合わせ先 　本部　健康推進課　☎078 - 641 - 4323　E-mail：helth@kobe-iseikyo.or.jp
すべて予約必要。参加費または食事代がかかります。

緩
和
ケ
ア
病
棟
開
設
を
成
功
さ
せ
よ
う

神
戸
協
同

病
院
の

Vol.4

仲
なかい ゆうと

井勇人くん
 （2カ月)

谷
たにばやし みゆ

林美優ちゃん
 （6歳)

資料請求・お問い合わせは

神戸医療生協 Tel. 0120-992-986 http://www.kobe-iseikyo.or.jp/

地域に育ち、 地域に根付き、 地域に生かす医療をめざしています。

医師・看護師・薬剤師・
リハスタッフをご紹介ください。

組合員の
みなさん ご紹介ください。

お待ちして

います！

待望の初孫
「お風呂、ダイスキ!!」

垂水区　幸田さん

念願のネコ耳を
買ってもらって大満足!
須磨区　谷林さん

5月4日 誕生日の

お祝いをしました
。

“笑顔にありがとう
!”

西区　嶋崎さん

いつも笑顔にしてくれて
ありがとう

生協なでしこ歯科　荒木さん生協なでしこ歯科　荒木

サクラ
 （右・白色)

モモ
 （左・黒色) 孫の琉

る

生
い

くん
 （1歳)

緩
和
ケ
ア
病
棟
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て

　

緩
和
ケ
ア
病
棟
で
は
、
ガ
ン
に
よ

る
痛
み
や
苦
痛
を
和
ら
げ
る
こ
と
を

重
視
し
ま
す
。
そ
し
て
で
き
る
だ
け

社
会
と
の
関
わ
り
を
持
つ
こ
と
が
で

き
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
も
心
が
け

ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
医
師
や
看

護
師
を
中
心
と
し
た
病
院
ス
タ
ッ
フ

だ
け
で
な
く
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も

チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
ケ
ア
を
行
い

ま
す
。緩

和
ケ
ア
病
棟
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
役
割
は
？

① 〝
い
る
〞
こ
と
で
、
患
者
さ
ん
に

安
心
や
安
ら
ぎ
を
感
じ
て
も
ら
え

る
② 

医
療
者
と
共
に
ケ
ア
の
質
の
向
上

を
支
え
る

③ 

社
会
と
の
橋
渡
し
に
な
る

な
ど
で
す
。

　

病
院
と
い
う
日
常
生
活
か
ら
か
け

離
れ
た
環
境
の
中
に
、「
普
通
の
人
」

と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
姿
が
あ
る

こ
と
が
、
患
者
さ
ん
の
緊
張
感
を
や

わ
ら
げ
、
安
心
感
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
た
、
1
日
の
生
活
の
中
に
ち
ょ
っ

と
し
た
潤
い
を
生
み
出
し
た
り
、
街

の
様
子
や
季
節
の
移
ろ
い
を
つ
た
え

る
こ
と
な
ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
存

在
が
大
き
な
力
に
な
り
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、

ど
ん
な
活
動
を
す
る
の
？

　

緩
和
ケ
ア
病
棟
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

は
、
病
院
に
よ
っ
て
の
特
徴
は
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
一
般
的
に
は

次
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

•
患
者
さ
ん
の
身
の
回
り
の
お
世
話

　

  

簡
単
な
そ
う
じ
・
お
つ
か
い
・
散

歩
・
縫
い
物

•
お
茶
や
お
菓
子
の
準
備

• 

特
技
を
活
か
し
た
援
助
（
ア
ロ
マ

マ
ッ
サ
ー
ジ
・
音
楽
コ
ン
サ
ー
ト

な
ど
）

•
病
院
の
庭
や
植
物
の
手
入
れ

• 

季
節
や
病
棟
の
行
事
の
企
画
や
準

備
（
ク
リ
ス
マ
ス
会
・
お
誕
生
会

な
ど
）

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
の
こ
と
が
す

べ
て
で
き
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

時
に
は
姿
を
見
せ
る
だ
け
で
患
者
さ

ん
や
病
院
ス
タ
ッ
フ
を
元
気
づ
け
る

こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

緩
和
ケ
ア
病
棟
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
す
る
に
は

ど
う
し
た
ら
い
い
の
？

　

神
戸
医
療
生
協
が
行
う
緩
和
ケ
ア

病
棟
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
を
受

講
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

講
座
の
内
容
は
、「
緩
和
ケ
ア
と

は
」「
緩
和
ケ
ア
病
棟
の
特
徴
、
療

養
生
活
の
実
際
」「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
つ
い
て
」
な
ど
の
講
習
と
、

現
場
で
の
実
習
な
ど
を
考
え
て
い
ま

す
。
日
程
が
決
ま
り
次
第
別
途
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
緩
和
ケ
ア

に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。

神
戸
医
療
生
協
ら
し
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
め
ざ
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

毎週月曜日 17：15～18：15 「健康美体づくり体操教室」 協同病院南館 3 階
毎月第 3 水曜日 10：00～11：00 「たいそう元気塾」 番町診療所

7 月 5 日（土） 13：00～17：00 「体力測定会＆シッティング風船バレー大会」 真陽小学校
7 月 7 日（月）  10：00集合 ウォーキング 「妙法寺のロマンを巡るコース」 地下鉄・山陽板宿駅
7 月20日（日）   9：30～ 「囲碁将棋大会」 新長田勤労市民センター 3 階　講習室

8 月 2 日（土）   9：30～ 心の健康講座 「落語で学ぶ悪質商法撃退術」 林家染二
　　神戸市立地域人材支援センター（長田区）

8 月23日（土）   9：30～12：00 「親子クッキング」 神戸市立地域人材支援センター（長田区）
8 月24日（日） 10：00～12：00 「親子木工教室」 朝霧生協会館

 9 月13日（土）14：00～　 「親が見るこどもの世界」 講師：木村医師　西神南セリオホール
 9 月19日（金）10：00集合 ウォーキング 「烏原貯水池コース」 地下鉄湊川公園駅 東出口②
10月 4 日（土）10：00～　 「地引網まつり」 須磨海岸

7 月から10月に健康チャレンジを実施します！

予告！ 詳細はホームページをご覧ください

Q1

Q2

Q3
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嵐
の
む
こ
う
に

小
児
科
医
　
木
村
　
彰
宏

（
61
）

◆内科 月 火 水 木 金 土

午　　前
坂井
丸
中山

上田
小谷

安川
坂井

道上
斉藤（女医）

津田
★安川　

趙
チョウ

①③⑤　
湧谷②④　
道上②④　
湯浅②④　
坂井①③⑤

午　　後 坂井 坂井
2：00～ 4：30 橋本 趙

チョウ

安川
《特診》　
★糖尿病

◆皮膚科 月 火 水 木 金 土
午　　前
午　　後 岡

◆小児科 月 火 水 木 金 土

午　　前 木村
高木

高木
田村

木村
高木 韓 9：20～ 木村

高木 木村 または 高木

午　　後 木村 田村
韓

木村
（第 2は休診） 木村

◆成人科 月 火 水 木 金 土
9：10～　
　12：10 午前 ○ ○ ○ ○ ○ ○
2：30～　
　 4：30 午後 ○ ○ ○ ○ ○
6：00～　
　 8：20 夜間 ○ ○ ○ ○

月 火 水 木 金 土

午　　前 ○ ○ ○ ○ ○ ○

午　　後 ○ ○ ○ ○ ○

夜　　間 ○ ○ ○ ○

月 火 水 木 金 土
9：10～　
　12：10 午前 ○ ○ ○ ○ ○ ○
2：30～　
　 7：10 午後 ○ ○ ○ ○

◆小児科 月 火 水 木 金 土
9：10～　
　11：50 午前 ○ ○

2：30～　
　 7：10

午後 ○ ○

夜間 ○ ○

◆矯正科 月 火 水 木 金 土
9：10～　
　11：30 午前 ○
2：30～　
　 4：30 午後
6：00～　
　 8：20 夜間 ○ ○ ○

　
「
今
日
は
、
講
演
会
が
あ
る
か
ら

帰
り
は
遅
く
な
る
よ
」
と
伝
え
る
と
、

お
か
あ
さ
ん
カ
ン
ガ
ル
ー
か
ら
「
自

分
で
健
康
管
理
が
で
き
る
範
囲
で
引

き
受
け
れ
ば
よ
い
の
に
」
と
心
配
半

分
、
迷
惑
半
分
の
返
事
が
か
え
り
ま

す
。「
自
己
責
任
の
嵐
」
が
、
我
が

家
で
も
発
生
中
で
す
。

嵐
の
は
じ
ま
り

　

今
か
ら
10
年
前
、「
自
己
責
任
」

と
言
う
言
葉
を
有
名
に
し
た
事
件
が

あ
り
ま
し
た
。

　

2
0
0
3
年
に
始
ま
っ
た
イ
ラ
ク

戦
争
で
劣
化
ウ
ラ
ン
が
使
用
さ
れ
た

事
を
知
り
、
高
校
を
卒
業
し
た
ば
か

り
の
今
井
紀
明
さ
ん
は
「
ベ
ト
ナ
ム

の
悲
劇
が
繰
り
返
さ
れ
る
の
で
は
な

い
か
」
と
、
イ
ラ
ク
に
行
く
決
意
を

固
め
ま
す
。
2
0
0
4
年
4
月
イ
ラ

ク
中
部
の
フ
ァ
ル
ー
ジ
ャ
近
く
で
今

井
さ
ん
た
ち
3
人
の
日
本
人
は
武
装

勢
力
に
拘
束
さ
れ
ま
す
。「
自
衛
隊
の

即
時
撤
退
」
と
い
う
武
装
勢
力
の
要

求
に
対
し
、
時
の
小
泉
首
相
は
「
自

己
責
任
論
」
を
ぶ
ち
あ
げ
ま
す
。
マ

ス
コ
ミ
や
世
論
も
「
救
出
に
要
し
た

費
用
は
税
金
か
ら
出
さ
れ
た
の
だ
か

ら
、
人
質
本
人
が
支
払
う
べ
き
だ
」

と
い
う
論
調
が
支
配
的
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
犯
行
グ
ル
ー
プ
と
手
を
組

ん
だ
と
い
う
「
自
作
自
演
説
」
も
意

図
的
に
流
さ
れ
、
救
出
さ
れ
た
3
人

の
自
宅
に
は
、
非
難
中
傷
の
手
紙
や

電
話
が
殺
到
し
ま
し
た
。
社
会
不
信
、

人
間
不
信
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
そ
う
に

な
り
な
が
ら
も
今
井
さ
ん
は
懸
命
に

生
き
続
け
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
国
に

は
「
自
己
責
任
」
と
い
う
言
葉
が
残

り
ま
し
た
。

青
年
の
10
年
間
の
歩
み

　

事
件
か
ら
10
年
が
経
ち
、
人
質
の

一
人
今
井
さ
ん
の
そ
の
後
を
追
っ
た

新
聞
記
事
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
井
さ
ん
は
社
会
人
に
な
る
前
に
、

も
う
一
度
海
外
の
国
際
協
力
の
現
場

で
働
い
て
み
た
い
と
、
ザ
ン
ビ
ア
の

学
校
増
築
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
出
か

け
ま
す
。
そ
こ
で
、
将
来
に
希
望
を

持
っ
て
学
ぶ
子
ど
も
た
ち
の
表
情
に

驚
き
を
感
じ
ま
す
。
帰
国
す
る
と
、

そ
こ
に
は
暗
い
表
情
を
し
た
若
者
た

ち
が
い
ま
し
た
。

　

不
登
校
の
児
童
生
徒
数
は
、
12
万

人
前
後
を
推
移
し
て
い
ま
す
。
引
き

こ
も
り
を
続
け
る
若
者
数
は
、
70
万

人
近
く
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
受

け
皿
と
な
る
通
信
制
高
校
の
卒
業
生

の
2
人
に
1
人
は
、
就
職
も
進
学
も

し
て
い
ま
せ
ん
。
今
井
さ
ん
は
自
信

を
失
い
不
登
校
や
引
き
こ
も
り
を
経

験
す
る
生
徒
を
立
ち
直
ら
せ
よ
う
と
、

通
信
制
高
校
の
生
徒
を
支
援
す
る
Ｎ

Ｐ
Ｏ
「
Ｄ
×
Ｐ
」
を
立
ち
上
げ
ま
す
。

高
校
生
を
支
援
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
は
、
①
否
定
し
な
い
②
年
上
、
年

下
か
ら
学
ぶ
③
さ
ま
ざ
ま
な
バ
ッ
ク

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
人
か
ら
学
ぶ
、
の
要

件
を
求
め
ま
す
。

　

不
登
校
や
引
き
こ
も
り
の
き
っ
か

け
は
、
友
だ
ち
と
の
ト
ラ
ブ
ル
、
生

活
環
境
の
急
激
な
変
化
、
親
子
間
の

問
題
、
病
気
を
し
た
、
職
場
に
な
じ

め
な
か
っ
た
な
ど
様
々
で
す
が
、
世

間
の
目
は
優
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
同

じ
境
遇
に
置
か
れ
て
も
そ
れ
を
乗
り

越
え
て
立
派
に
活
動
し
て
い
る
若
者

も
い
る
ん
だ
。
人
間
関
係
や
職
場
の

難
し
さ
は
誰
も
が
感
じ
て
い
る
こ
と

だ
。
い
つ
ま
で
も
甘
え
て
い
て
は
い

け
な
い
等
な
ど
、
こ
こ
に
も
「
自
己

責
任
」
の
嵐
が
吹
き
荒
れ
ま
す
。

誰
も
が
希
望
を
持
て
る
社
会
に

　

10
年
を
経
て
、
今
井
さ
ん
は
記
者

に
語
り
か
け
ま
す
。「
自
己
責
任
と

言
う
言
葉
は
国
に
と
っ
て
都
合
の
よ

い
言
葉
。
そ
れ
が
安
易
に
広
が
っ
て

い
け
ば
、
リ
ス
ク
を
負
っ
て
挑
戦
す

る
人
や
、
弱
い
立
場
に
置
か
れ
た
人

間
は
つ
ぶ
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な

い
か
」「
ど
ん
な
に
否
定
さ
れ
よ
う

が
、
誰
に
で
も
生
き
る
価
値
は
あ
る
。

一
人
ひ
と
り
の
若
者
が
希
望
を
持
て

る
社
会
を
つ
く
り
た
い
」

　

一
人
の
青
年
の
旅
は
始
ま
っ
た
ば

か
り
で
す
。
し
か
し
、
嵐
の
向
こ
う

に
、
若
者
の
未
来
を
切
り
開
こ
う
と

す
る
青
年
に
、
不
屈
の
魂
を
感
じ
ま

す
。
同
世
代
の
一
人
と
し
て
暖
か
な

目
で
青
年
を
追
い
続
け
る
鵜
塚
健
記

者
の
優
し
さ
に
心
が
動
か
さ
れ
ま
す
。

　

カ
ン
ガ
ル
ー
社
会
で
も
、
子
ど
も

を
責
任
あ
る
大
人
カ
ン
ガ
ル
ー
に
育

て
る
こ
と
が
目
標
で
す
。
で
も
弱
っ

た
時
に
は
子
ど
も
の
責
任
に
し
な
い

で
、
子
ど
も
に
自
信
が
戻
る
ま
で
、

ゆ
っ
く
り
と
見
守
り
ま
す
よ
。

いたやどクリニック

協 同 歯 科 き た す ま 歯 科

い た や ど 歯 科

〈☎078‒611‒3681〉

〈☎078‒913‒1155〉 〈☎078‒741‒7224〉

〈☎078‒612‒3160〉

◆成人、 小児、 往診

受付時間　◎午前 8：00～12：00　◎水曜日午後 1：00～ 4：30
　　　　　◎午後 3：30～ 7：00　◎火曜と土曜の午後休診

※木村医師・田村医師の診療は「アレルギー専門外来」（完全予約制）です。小児専用電話（621）9952

★ 土曜と日祝日の午後 6：00～ 9：00に時間外急患対応を行って
います。時間外急患電話受付時間 午後 5：00～ 8：00
★ 往診については、月・火・金曜日で、病院・施設・お宅へ伺
っています。事前に電話でのお問い合わせをお願いします。
★矯正科の月曜・土曜日は隔週です。
★急患の場合は事前にお電話ください。

★ 予約制になっています。急患の受付もしていますのでお電話
してからご来院ください。また、往診などの希望の方はご相
談ください。

★お口のクリーニングも予約ＯＫ。
★予防とメンテナンスを重視しています。

★小児歯科特診は火曜日午後に行っています。
★ 往診は火曜日に行っています。往診希望の方は、ご相談くだ
さい。

★ 予約制になっています。急患の受付もしていますので、お電
話してからご来院ください。

下記の時間で予約制ですが、急患受付時間は ○午前 9：00～11：00
◎午後 2：30～ 4：00　●夜間 6：00～ 7：30です。 ○午前 9：10～12：10　◎午後 2 :30～ 4：30　●夜間 6：00～ 8：20

　〈注意〉小児歯科特診は（偶数）隔月１回月曜の午後
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　国民平和大行進は、“ノーモア・ヒロシマ！ノーモア・ナガサキ！”
“核兵器のない世界を”と核兵器廃絶を訴えて、文字通り全国を歩く行進です。今年も全国から８月の広島・
長崎をめざし歩くこの行進は、雨の日も暑い日も休むことなく56年続いています。人類と核兵器は共存で
きません。誰でも、いつでも、どこからでも参加できます。一歩でも二歩でもご一緒に歩きましょう！

広島・長崎の被爆から69年目を迎えます。
この夏、集団的自衛権の行使容認など、憲法解釈が変えられ、
日本がふたたび戦争をする国に変えられようとしています。

今こそ、あの戦争の悲惨さを語り継ぎ、
歴史を学んでいきましょう。
69年目の夏を前に、

「平和」に関する特集をお届けします。

　

私
は
昭
和
20
年
、
16
歳
で
兵
隊
に
志
願
し

た
。

　

8
月
6
日
の
朝
、
私
は
爆
心
地
か
ら
直
線

距
離
で
80
〜
90
㎞
離
れ
た
忠
た
だ
の
う
み
海
（
広
島
県
）

と
い
う
と
こ
ろ
に
い
た
。
そ
こ
で
は
空
が

光
っ
た
ら
し
い
が
私
は
分
か
ら
な
か
っ
た
。

お
昼
に
食
事
に
戻
っ
て
き
た
ら
、「
ア
メ
リ

カ
が
特
殊
爆
弾
を
落
と
し
た
。
す
ぐ
に
応
援

に
行
っ
て
く
れ
」
と
言
わ
れ
、
広
島
市
内
に

入
っ
た
。

　

市
内
で
は
、
逃
げ
て
き
た
人
が
水
を
求
め

て
き
た
。
背
負
っ
て
い
た
水
筒
に
は
水
が
た

く
さ
ん
入
っ
て
い
た
が
、
兵
隊
と
し
て
行
動

し
て
い
た
自
分
は
、
軍
の
部
隊
長
の
命
令
が

な
い
と
勝
手
に
水
を
あ
げ
る
こ
と
も
で
き
な

か
っ
た
。

　

し
ば
ら
く
し
て
、
黒
い
雨
が
降
っ
た
。
放

射
能
が
入
っ
て
い
る
な
ん
て
こ
と
を
知
ら
な

い
当
時
の
被
爆
者
た
ち
は
、
で
き
た
水
た
ま

り
の
水
を
す
く
っ
て
み
な
飲
ん
だ
の
で
す
。

　

焼
け
野
原
に
な
っ
た
一
帯
の
中
で
黒
い
鉄

の
金
庫
だ
け
が
燃
え
残
っ
て
2
・
3
つ
、
傾

い
た
夕
日
に
照
ら
さ
れ
て
ニ
ョ
キ
と
立
っ
て

い
た
の
が
印
象
に
残
っ
て
い
る
。

　

8
日
の
朝
か
ら
4
日
く
ら
い
、
死
体
を
焼

く
作
業
を
し
た
。
途
中
で
、
戦
友
と
「
誰
か

も
分
か
ら
な
い
ま
ま
焼
い
て
し
ま
っ
て
い
い

の
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
話
に
な
り
、
割
れ
た

皿
に
も
ん
ぺ
の
切
れ
端
と
、
名
札
の
燃
え

残
っ
た
部
分
と
、
骨
の
か
け
ら
を
い
れ
て
、

火
葬
場
の
脇
に
並
べ
た
。

　

煙
が
上
が
っ
て
い
る
所
は
火
葬
を
し
て
い

る
所
と
わ
か
る
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
人
が
自

分
の
肉
親
を
捜
し
に
や
っ
て
き
た
。
な
か
な

か
探
し
人
が
見
つ
か
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、

一
人
、
並
ん
だ
お
皿
の
中
に
自
分
の
娘
ら
し

き
骨
を
見
つ
け
た
母
親
が
い
て
、
ハ
ッ
と
し

た
後
、
お
皿
に
顔
を
う
ず
め
て
「
ご
め
ん
ね
、

痛
か
っ
た
ね
、
お
母
さ
ん
探
し
て
た
の
よ
」

と
い
っ
て
泣
い
て
い
た
。「
戦
争
と
は
こ
ん

な
に
も
無
情
な
も
の
な
の
か
。
こ
ん
な
こ
と

し
た
ら
あ
か
ん
」
と
心
か
ら
思
っ
た
。

6969年目の年目の夏
すべての人が声をあわせ、核兵器のない世界、

非核と９条輝く日本へ

7
／
10
木

7
／
11
金

7
／
12
土

8
：
30

9
：
00

9
：
00

9
：
30

10
：
15

10
：
30

13
：
00

14
：
00

被爆体験を聞く　語り手：古石忠臣さん
（垂水区在住）

2014年
平和行進コースガイド

核兵器のない世界を

核兵器
NO!

二度と戦争を
　起こさないために

ききとりプロジェクト（青年のとりくみ）

●兵庫ブロック 7 / 1 ～ 約 2 週間 会場 兵庫区役所
●おしんべ支部 7 / 19～20 会場 こすもす会館
●西区なでしこ支部 7/ 4～13 会場 生協会館かがやき
●長田北部支部 8 / 1・2 会場 たんぽぽの家
●はすいけ支部 8 / 1～7 会場 生協会館はすみや
●伊川谷支部

　ききプロは、兵庫県内の青年有
志が集まり、被爆体験や戦争体験
を聞きとりし、映像などの記録に
残すとりくみです。
　戦争体験者・被爆者の高齢化も
進み、私たちは戦争体験・被爆体
験を聞くことのできる最後の世代
と言われています。こうした中で、
核兵器・戦争の恐ろしさと平和の大切さを次世代に継承し、核兵器のない
平和な未来を創るため、このプロジェクトを立ち上げました。

ききプロ

主　催：兵庫ききプロ実行委員会
連絡先： 神戸医療生協内　担当 橋本

（☎078 - 641-1651）

7月27日（日）14:00～
参加者募集中!!

次回!

地域での平和運動のとりくみ紹介

　

母
親
は
、
骨
と
も
ん
ぺ
の
切
れ
端

を
持
っ
て
、「
兵
隊
さ
ん
あ
り
が
と

う
」
と
言
っ
て
帰
っ
て
い
っ
た
。

　

そ
の
年
の
12
月
ま
で
に
約
14
万
人

の
人
が
亡
く
な
っ
た
。

　

戦
後
、
就
職
の
と
き
も
広
島
の
部
隊
に
い

た
こ
と
で
差
別
さ
れ
た
。
神
戸
で
結
婚
し
た

い
と
思
う
女
性
に
出
会
っ
て
、
結
婚
の
あ
い

さ
つ
に
行
っ
た
が
、
隠
さ
ず
は
っ
き
り
言
お

う
と
思
っ
て
自
分
が
被
爆
者
で
あ
る
こ
と
を

打
ち
明
け
た
ら
、
向
こ
う
の
親
や
親
戚
に
は

結
婚
を
よ
ろ
こ
ん
で
も
ら
え
な
か
っ
た
。
そ

の
よ
う
な
差
別
が
多
く
あ
っ
た
の
で
、
長
く

被
爆
体
験
を
語
る
こ
と
は
し
て
こ
な
か
っ
た

が
、
平
成
元
年
に
、「
こ
の
ま
ま
被
爆
体
験

を
語
ら
ず
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
て
は
い
け
な

い
」
と
思
い
、地
元
の
小
学
校
の
校
長
に
「
被

爆
体
験
を
子
ど
も
た
ち
に
話
し
た
い
」
と
言

い
に
行
っ
た
。

　

ま
た
、
被
爆
2
世
は
被
爆
者
健
診
が
年
1

回
の
み
と
な
っ
て
い
る
（
1
世
は
年
2
回
）。

被
爆
者
手
帳
を
持
た
な
い
2
世
は
、
親
で
あ

る
1
世
が
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
自
分

が
被
爆
2
世
だ
と
い
う
証
明
が
で
き
な
く

な
っ
て
し
ま
う
。
た
だ
2
世
の
中
に
も
差
別

を
恐
れ
、
自
分
が
2
世
で
あ
る
と
い
う
こ
と

を
表
に
出
し
た
く
な
い
人
も
多
く
い
る
。

　

平
成
2
年
か
ら
続
け
て
き
た
小
学
校
で
の

活
動
が
20
年
以
上
に
な
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も

元
気
な
限
り
は
こ
の
活
動
を
続
け
た
い
。

語り継ごう「被爆体験」

平和
写真展

御
影
公
会
堂

兵
庫
区
役
所

長
田
区
役
所

下
中
島
公
園
・

須
磨
区
民
セ
ン
タ
ー

須
磨
浦
公
園
・

み
ど
り
の
塔

二
見
市
民
セ
ン
タ
ー

須
磨
浦
公
園
・

み
ど
り
の
塔

舞
子
公
園
・

明
石
大
橋
下

明
石
市
役
所

二
見
市
民
セ
ン
タ
ー

別
府
市
民
セ
ン
タ
ー

播
磨
町
役
場

加
古
川
市
役
所

14
：
20

15
：
10

16
：
45

18
：
00

8
：
30

9
：
00

11
：
00

12
：
30

13
：
30

17
：
30
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「
原
発
ゼ
ロ
の
社
会
へ
」
⑧

◆内科 月 火 水 木 金 土

午　　前

眞鍋
道上
上田
中田

眞鍋
津田
松尾
田尻（晋）
高井

兼田 10：00～
上田　　　　
松尾　　　　
小松　　　　

津田
新小田
安川

兼田 10：00～
上田　　　　
新小田　　　
中田　　　　

西郷　　　
中田　　　
道上①③　
高田①③⑤
津田②④　

午　　後

関
松尾
上田
中田

兼田　　　　
上田 2：30～
中田　　　　
小松　　　　

津田　　　　
馬場 5：00～
眞鍋　　　　
竹内　　　　
安川 3：00～

西郷
中田
今中
大楠

岩佐①③⑤

◆外科 月 火 水 木 金 土

午　　前 石川
石川（乳腺・一般）
田尻（楓）

（乳がん検診のみ）

吉田／妻鹿
（乳腺・一般）

吉田（乳腺・一般）
田尻（楓）

（乳がん検診のみ）

吉田①③⑤
（乳腺・一般）
石川②④　
（乳腺・一般）

午　　後 吉田
（乳腺・一般） 妻鹿（乳腺・一般） 石川

（乳腺・一般）

◆整形外科 月 火 水 木 金 土

午　　前 日高 日高 浜武 井上
日高①③⑤
（受付11時まで）

浜武②④　

午　　後 浜武
浜武①③⑤
日高②④　
（受付 6時まで）

◆皮膚科 月 木 金
午　　前 松田

午　　後 南①③⑤
鷲見②④

◆泌尿器科 月 火 水 木 金 土
午　　前 小山 小山 小山 小山①③⑤
午　　後 小山 小山

◆成人 月 火 水 木 金 土
9：10～
 12：10 午前 ○ ○ ○ ○ ○ ○
2：30～
 4：30 午後 ○ ○ ○ ○
4：50～
 7：30 夜間 ○ ○ ○ ○

月 火 水 木 金 土

9：00～
 12：00 午前

松岡 松岡 松岡 松岡 松岡 松岡／（代診）

福山（皮膚科）
5：00～
 7：00 午後 松岡 松岡

月 火 水 木 金 土

9：00～
 12：00

午前

診察 尾崎 尾崎 尾崎 尾崎 尾崎 尾崎

胃
カメラ 吉田 吉田①③⑤

田畑②④　
4：00～
 7：00

午後
診察 新小田 新小田 尾崎

◆小児・障害者 月 火 水 木 金 土
9：10～
 12：10 午前 ○ ○ △ ○
2：30～
 4：30 午後 ○ ○ ○ ○(2：00～4：20)
4：50～
 7：10 夜間 ○ ○ ○

生協なでしこ歯科 番 町 診 療 所

ひ ま わ り 診 療 所

〈☎078‒641‒6211〉

〈☎078‒978‒6480〉 〈☎078‒577‒1281〉

〈☎078‒941‒5725〉

受付時間　◎午前 8：00～12：00　◎水曜日午後 2：30～ 5：00
　　　　　◎午後 3：45～ 7：00

◆矯正○火曜日（毎週午後2：30～7：10）
　　　○土曜日（隔週午前9：10～12：10、毎週午後2：00～4：20）
　※ 矯正相談は隔週土曜日午前、診断は月１回水曜日午後
△小児 金曜日午前は休診の場合あり。
★往診は毎週火曜日に行っております。
★ 予約制になっております。
急患の場合は事前にお電話ください。

★保育 月～金曜日の午前と月曜日の午後（4：00まで）。 ★その他、健診、予防接種等はお問い合わせください。

★木曜日は17：00から診察です。

神 戸 協 同 病 院

（受付11時まで）

原
発
な
く
さ
ナ
イ
ト

 

「
第
百
夜
」

　

3
年
前
に
始
ま
っ
た「
関
西
電
力
・

神
戸
支
店
前
抗
議
行
動
」
は
、
こ
の

日
（
5
月
30
日
）
に
100
回
目
を
迎
え

ま
し
た
。「
原
発
を
な
ん
と
か
し
た

い
、
そ
の
思
い
で
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
雨
が
降
る
日
も
、
年
末

も
年
始
も
、
他
の
人
は
い
な
い
か
も

し
れ
な
い
と
思
っ
て『
自
分
だ
け
は
』

と
来
る
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
」（
参

加
案
内
文
よ
り
）
こ
ん
な
思
い
で
続

け
て
き
た
行
動
で
す
。「
毎
回
来
て

い
る
人
が
一
人
は
連
れ
て
こ
よ
う
」

と
集
ま
っ
た
人
が

500
人
。
西
区
か
ら

参
加
さ
れ
た
若
い

お
母
さ
ん
の
グ

ル
ー
プ
は
「
夕
方

の
こ
の
時
間
は
参

加
で
き
な
い
け
ど
、

今
回
は
節
目
だ
か

ら
来
ま
し
た
。
こ

の
子
ら
の
未
来
に

原
発
は
い
り
ま
せ
ん
」
と
、
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

勝
訴
！ 

大
飯
原
発
訴
訟

　

福
井
地
裁
は
、
大
飯
原
発
に
再
稼

働
差
し
止
め
を
命
じ
る
画
期
的
な
判

決
を
出
し
ま
し
た
。
5
月
始
め
の
大

阪
高
裁
で
は
、「
原
発
の
安
全
基
準

が
審
査
中
で
あ
る
」
事
を
理
由
に
、

別
の
団
体
か
ら
の
再
稼
働
中
止
の
仮

処
分
申
請
を
却
下
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
福
井
地
裁
は
「
人
格
権
に

基
づ
く
安
全
性
の
確
保
は
、
規
制
委

員
会
な
ど
の
安
全
審
査
に
は
左
右
さ

れ
な
い
」
と
述
べ
、
司
法
と
し
て
安

全
性
に
つ
い
て
の
判
断

を
避
け
る
の
は
裁
判
所

の
責
務
を
放
棄
す
る
事

だ
と
も
述
べ
ま
し
た
。

　

安
倍
首
相
ど
う
し
ま

す
か
？　

国
民
の
人
格

権
を
守
る
立
場
で
再
稼

働
を
止
め
さ
せ
、「
原

発
ゼ
ロ
」
を
判
断
す
る

か
ど
う
か
！

　

1
日
目
は
、
室
津
港
か
ら
船
に
乗

り
、
上
関
町
の
原
発
建
設
予
定
地
に

立
寄
り
ま
し
た
。
上
関
町
で
は
当
初

海
岸
を
埋
め
立
て
て
原
発
を
建
て
る

計
画
で
し
た
が
、
対
岸
の
祝
島
住
民

の
根
強
い
反
対
運
動
に
よ
り
い
ま
だ

建
設
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

祝
島
か
ら
建
設
予
定
地
ま
で
は

た
っ
た
4
㎞
程
し
か
離
れ
て
お
ら
ず
、

事
故
が
起
こ
れ
ば
島
民
は
逃
げ
場
が

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
汚
染
水
が
漏

れ
れ
ば
、
島
民
の
生
業
で
あ
る
1
本

釣
り
の
漁
業
も
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

美
し
い
海
と
、
豊
富
に
獲
れ
る
魚

を
守
る
た
め
に
30
年
間
祝
島
の
人
々

は
命
が
け
の
運
動
を
続
け
て
い
る
の

で
す
。

米
軍
基
地
は
い
ら
な
い

　

2
日
目
は
岩
国
平
和
委
員
会
の
吉

岡
事
務
局
長
に
米
軍
基
地
周
辺
を
案

内
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
広
大
な

埋
め
立
て
を
行
っ
て
で
き
た
こ
の
基

地
に
は
整
備
に
莫
大
な
税
金
を
つ
ぎ

こ
ん
で
い
ま
す
。
米
軍
に
よ
る
事
件

や
事
故
が
発
生
し
て
も
他
の
地
域
と

同
様
に
裁
判
に
も
か
け
ら
れ
ず
、
泣

き
寝
入
り
を
し
て
い
る
地
位
協
定
の

現
実
に
、
心
か
ら
怒
り
が
こ
み
上
げ

ま
し
た
。

　

2
日
間
の
平
和
バ
ス
ツ
ア
ー
を
通

じ
て
、
原
発
は
祝
島
だ
け
で
な
く
日

本
に
造
ら
せ
な
い
。
平
和
を
守
る
運

動
を
強
め
、
生
活
を
脅
か
す
米
軍
基

地
と
安
保
条
約
を
な
く
す
こ
と
が
共

有
さ
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

 

平
和
社
保
委
員
長　

木
下
清
子

5月30日　関西電力神戸支店前行動

祝
島

平
和
バ
ス
ツ
ア
ー

6/8

～

6/9
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暑
い
夏
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
今

年
の
夏
は
、
ど
の
よ
う
な
ご
予
定
で

し
ょ
う
か
。
子
ど
も
が
小
さ
い
う
ち

は
家
族
旅
行
。
少
し
大
き
く
な
る
と

部
活
が
忙
し
く
な
り
、
受
験
生
は
、

休
み
ど
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
子

ど
も
が
育
ち
、
ご
夫
婦
ふ
た
り
の
生

活
に
な
る
と
夏
の
予
定
も
暑
い
だ
け
。

息
を
ひ
そ
め
て
秋
の
訪
れ
を
心
待
ち

に
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

ど
ん
な
過
ご
し
方
を
さ
れ
て
も
、

健
康
を
害
し
て
は
大
変
で
す
。「
夏

バ
テ
」
に
は
、
3
つ
の
原
因
が
あ
り

ま
す
。
①
気
温
が
高
く
な
り
消
化
機

能
が
低
下
す
る
。
②
汗
を
大
量
に
か

き
脱
水
を
起
こ
す
、
反
対
に
水
分
を

摂
り
す
ぎ
て
体
内
の
水
分
や
ミ
ネ
ラ

ル
の
バ
ラ
ン
ス
が
悪
く
な
る
。
③
湿

度
が
高
く
な
る
と
汗
の
蒸
散
が
妨
げ

ら
れ
、
体
内
に
熱
が
こ
も
り
体
温
調

節
が
で
き
な
く
な
る
。ご
一
緒
に「
夏

を
元
気
に
過
ご
す
方
法
」
を
考
え
ま

し
ょ
う
。

「
夏
バ
テ
防
止
は
食
事
か
ら
」

　

暑
く
な
る
と
気
温
の
変
化
に
身
体

が
つ
い
て
い
け
ず
、
胃
腸
の
働
き
が

弱
る
た
め
食
欲
が
落
ち
ま
す
。
食
欲

が
落
ち
る
と
、
あ
っ
さ
り
と
し
た
も

の
に
手
が
延
び
が
ち
で
す
が
、
栄
養

バ
ラ
ン
ス
を
考
え
な
い
と
夏
バ
テ
の

原
因
に
な
り
ま
す
。

　

①
「
1
日
3
回
食
べ
る
」
を
守
る
。

②
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
1
は
疲
労
回
復
に
役

立
つ
の
で
、
豚
肉
や
う
な
ぎ
、
大
豆

を
摂
る
。
③
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
に
は
ス
ト

レ
ス
や
暑
さ
に
対
す
る
抵
抗
力
を
高

め
る
作
用
が
あ
る
の
で
、
野
菜
や
果

物
も
し
っ
か
り
摂
る
。
④
肉
や
魚
、

卵
な
ど
た
ん
ぱ
く
質
も
摂
る
。

　

そ
う
は
言
う
け
ど
難
し
い
、
と
思

わ
れ
る
方
は
、
栄
養
士
さ
ん
に
相
談

さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
食
欲

が
落
ち
る
夏
場
に
も
、
お
い
し
く
い

た
だ
け
る
献
立
作
り
を
教
え
て
い
た

だ
け
ま
す
よ
。

「
水
分
を
上
手
に
摂
ろ
う
」

　

熱
中
症
は
、
身
体
の
水
分
と
ミ
ネ

ラ
ル
の
バ
ラ
ン
ス
が
悪
く
な
り
、
体

温
の
調
節
が
で
き
な
く
な
る
病
気
で

す
。
気
分
が
悪
く
な
り
、
倒
れ
た
り

場
合
に
よ
っ
て
は
死
に
つ
な
が
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
の
時
に
、
適
切
に
水
分

摂
取
を
行
う
と
持
続
力
が
増
し
、
運

動
成
績
も
良
く
な
る
こ
と
が
分
か
っ

て
き
ま
し
た
。
①
試
合
や
練
習
の
開

始
30
分
前
に
、
250
〜
500
㎖
の
水
分
を

補
給
す
る
。
②
一
度
に
た
く
さ
ん
飲

む
の
で
は
な
く
、
15
〜
30
分
間
隔
で

コ
ッ
プ
一
杯
の
水
分
を
こ
ま
め
に
飲

む
。
③
冷
え
た
水
分（
10
度
前
後
）は
、

素
早
く
吸
収
さ
れ
ま
す
。
④
汗
と
一

緒
に
失
わ
れ
る
水
分
と
ミ
ネ
ラ
ル
を

補
給
す
る
た
め
に
、
糖
質
が
少
し
含

ま
れ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
を

飲
む
。

　

熱
中
症
は
、
ス
ポ
ー
ツ
以
外
で
も

起
き
ま
す
。
風
通
し
が
悪
い
部
屋
や
、

夜
間
睡
眠
中
に
も
熱
中
症
に
な
る
と

言
わ
れ
ま
す
。
①
水
分
は
少
し
ず
つ

こ
ま
め
に
摂
る
こ
と
。
②
清
涼
飲
料

水
は
糖
質
が
多
い
の
で
空
腹
感
を
満

た
し
て
し
ま
い
食
欲
不
振
に
つ
な
が

る
。
③
ア
ル
コ
ー
ル
に
は
利
尿
作
用

が
あ
る
の
で
、
飲
ん
だ
以
上
に
水
分

を
出
し
て
し
ま
い
、
か
え
っ
て
脱
水

に
陥
る
こ
と
が
あ
る
。

「
夜
を
涼
し
く
快
適
に
」

　

蒸
し
暑
い
夜
が
続
く
と
、
寝
つ
け

な
く
な
り
ま
す
。
睡
眠
不
足
は
、
夏

バ
テ
直
行
便
で
す
。
睡
眠
後
1
時
間

以
内
に
発
汗
が
多
く
な
る
の
で
、
寝

つ
い
て
も
不
快
さ
が
増
し
ま
す
。「
寝

返
り
」
は
背
中
の
血
行
不
良
を
防
ぎ
、

蒸
れ
た
背
中
に
空
気
を
送
り
込
む
こ

と
で
不
快
感
を
取
り
除
く
動
作
で
す
。

し
か
し
、
寝
返
り
の
回
数
が
増
え
る

と
睡
眠
が
妨
げ
ら
れ
て
、
起
き
た
時

に
眠
っ
た
気
が
し
な
い
結
果
に
な
り

ま
す
。

　

①
寝
る
前
に
エ
ア
コ
ン
で
部
屋
を

冷
や
し
て
お
く
と
寝
つ
き
や
す
く
な

る
が
、
冷
や
し
過
ぎ
は
禁
物
。
室
温

は
26
〜
28
度
に
設
定
し
、
3
時
間
ぐ

ら
い
で
切
れ
る
よ
う
設
定
す
る
。
②

寝
具
は
、
背
中
の
蒸
れ
を
防
ぐ
た
め

に
、
ク
ー
ル
マ
ッ
ト
が
快
適
。
掛
け

布
団
は
ガ
ー
ゼ
を
重
ね
た
ガ
ー
ゼ

ケ
ッ
ト
も
お
勧
め
。
③
寝
る
前
に
、

ぬ
る
め
の
お
風
呂
（
38
〜
40
度
く
ら

い
）
に
入
る
と
、
深
部
体
温
が
下
が

り
睡
眠
を
誘
う
の
で
、
シ
ャ
ワ
ー
で

済
ま
さ
ず
に
、
20
分
程
度
お
風
呂
に

入
る
習
慣
を
作
る
。
④
寝
る
前
は
、

テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど

明
る
い
光
を
発
す
る
も
の
は
見
な
い

こ
と
。
目
覚
め
た
ら
朝
陽
を
浴
び
て
、

覚
醒
と
睡
眠
の
リ
ズ
ム
を
整
え
ま
す
。

　

暑
い
夏
を
乗
り
切
る
方
法
は
、
お

役
に
立
ち
ま
し
た
か
。

　

カ
ン
ガ
ル
ー
は
、
木
陰
で
の
お
昼

寝
が
一
番
の
お
勧
め
で
す
。

知
っ
て
お
き
た
い

身
近
な
病
気
の
話

夏
を
元
気
に

い
た
や
ど
ク
リ
ニ
ッ
ク

小
児
科
　
木
村
　
彰
宏
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8
月
の
テ
ー
マ
は
決
ま
っ
て

い
ま
せ
ん
。ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・

電
話
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

健康情報24時間

テレホンサービス
＊ テレホンサービスは、ホームペー
ジでもご覧いただけます。

フリーダイヤル

0120 - 979 - 451
兵庫県保険医協会
http://www.hhk.jp/

法律相談日（無料）

７月21日（月・祝）は金土日のテーマを放送します。相談は全て弁護士が対応しています。

７月のテーマ
月 夏の乳幼児の下痢症

火 歯周病はいつから？

水 肩こりの予防と治療法

木 アレルギー性鼻炎の免疫療法

金土日 大切な心の健康づくり

７月 ８月

19時より
（要予約）

協 同 歯 科
☎913－1155 10（木）12（火）

18時より
（要予約）

神 戸 協 同 病 院
☎641－6211 18（金）15（金）

18時より
（要予約）

いたやどクリニック
☎611－3681 24（木）28（木）

　
絵
手
紙
・
ち
ぎ
り
絵
も
募
集

し
て
い
ま
す
。
掲
載
さ
れ
た
方

に
は
図
書
カ
ー
ド
を
お
送
り
し

ま
す
。

（西区なでしこ支部　橋本登志子さん）

短
歌

膝
腰
に 「
よ
い
し
ょ
」 

と

声
か
け
デ
イ
に
ゆ
く

何
も
出
来
ぬ
が

恥
ず
か
し
時
あ
り

 

須
磨
区　

宮　

和
子
さ
ん

◆
の
ぞ
み
支
部
の
散
歩
班
に
参
加
し

て
い
ま
す
。
す
が
す
が
し
い
朝
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
身
も
心
も
洗
わ

れ
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い

ま
す
。
近
隣
の
方
一
緒
に
歩
い
て
楽

し
み
ま
せ
ん
か
。

 

（
元
井
ま
ゆ
み　

加
古
郡
）

◆
今
、
い
た
や
ど
歯
科
で
お
世
話
に

な
っ
て
居
り
ま
す
。
健
康
に
、
歯
は

大
切
と
つ
く
づ
く
思
い
ま
す
。

8
0
2
0
目
指
し
て
丁
寧
に
歯
磨
き

し
て
い
ま
す
。

 

（
山
﨑
恵
子　

長
田
区
）

◆
い
つ
も
か
か
り
つ
け
の
病
院
の
休

診
日
に
具
合
が
悪
く
な
り
困
っ
た
と

い
う
時
に
助
け
て
い
た
だ
き
大
変
、

感
謝
し
て
お
り
ま
す
、
こ
れ
で
2
回

目
。
今
回
は
組
合
員
に
加
入
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
歯
科
も
あ
る
と

い
う
の
で
今
度
お
世
話
に
な
ろ
う
か

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 

（
古
宮
妙
子　

長
田
区
）

◆
緩
和
ケ
ア
の
成
功
と
経
営
改
善
に

是
非
と
も
医
療
生
協
組
合
の
底
力
が

試
さ
れ
る
年
で
す
ね
。
地
域
住
民
の

期
待
や
要
求
に
応
え
ら
れ
る
医
療
活

動
や
社
保
・
暮
ら
し
を
守
る
運
動
も

強
め
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。
内
向

き
で
は
な
く
広
く
地
域
に
出
か
け
ま

し
ょ
う
。

 

（
渡
辺
節
子　

長
田
区
）

◆
い
つ
も
機
関
紙
有
難
う
ご
ざ
い
ま

す
色
々
参
考
に
な
り
ま
す
。
特
に
今

回
は
〝
緩
和
ケ
ア
〞
人
ご
と
と
は
思

え
ま
せ
ん
。

 
（
中
野
雅
子　

長
田
区
）

◆
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ほ
の
ぼ
の
の
郷
10

周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
Ａ

Ｌ
Ｓ
だ
っ
た
母
が
呼
吸
器
持
参
し
て

お
世
話
に
な
り
大
変
喜
ん
で
い
た
こ

と
を
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

（
石
川
こ
と
み　

明
石
市
）

◆
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
コ
ー
プ
大
蔵
谷

店
で
2
回
受
け
ま
し
た
。
今
回
も
受

け
体
脂
肪
や
骨
密
度
チ
ェ
ッ
ク
も
前

回
と
比
べ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

（
國
光
朱
美　

明
石
市
）

◆
「
困
っ
た
と
き
の
常
備
菜
」
を
作

ら
せ
て
い
た
だ
き
参
考
に
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
楽
し

み
に
し
て
居
り
ま
す
。

 

（
中
原
須
寿
子　

兵
庫
区
）

◆
家
の
近
所
に
、
キ
レ
イ
な
ツ
ツ
ジ

通
り
が
あ
り
ま
す
。
パ
ズ
ル
の
回
答

が
、
と
っ
て
も
タ
イ
ム
リ
ー
だ
な
と

思
い
ま
し
た
。（
笑
）

 

（
村
松
真
圭　

須
磨
区
）

◆
久
し
ぶ
り
に
ク
イ
ズ
に
応
募
し
ま

す
。「
組
合
員
伝
言
板
」「
パ
ズ
ル
の

正
解
者
」
の
中
に
知
り
合
い
の
人
の

名
前
を
見
つ
け
て
喜
ん
で
い
ま
す
。

 

（
山
際
き
み
江　

明
石
市
）

◆
「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
イ
キ
イ
キ
」

の
ペ
ー
ジ
参
考
に
な
り
ま
す
。
日
頃

は
何
か
の
用
事
で
目
的
地
に
向
か
っ

て
た
だ
歩
く
だ
け
と
い
う
事
が
多
い

で
す
が
、
良
い
季
節
に
な
り
ゆ
っ
た

り
と
自
然
を
味
わ
い
な
が
ら
歩
い
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。
明
石
の
海
辺

を
歩
く
コ
ー
ス
い
い
な
。
3
つ
の

コ
ー
ス
と
も
切
り
取
っ
て
手
帳
に
は

り
ま
し
た
。

 
（
遠
藤
和
子　

須
磨
区
）

◆
加
古
川
に
も
医
療
生
協
の
病
院
が

ほ
し
い
で
す
ね
。
姫
路
に
住
ん
で
い

た
こ
ろ
は
共
立
病
院
で
定
期
的
に
検

診
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。
や
は

り
医
療
生
協
は
医
療
を
は
じ
め
と
し

て
信
頼
感
が
ち
が
い
ま
す
。
高
齢
に

な
る
ほ
ど
痛
感
し
て
い
ま
す
。

 

（
長
谷
川
京　

加
古
川
市
）

14　

カ
リ
ブ
海
域
で
最
大
の
都
市

15　

  

浴
室
を
…
…
と
言
う
と
古
風
で

す

16　

次
の
電
車
は
？
…
…
表
で
確
認

19　

  

一
度
足
が
入
る
と
抜
け
ら
れ
ぬ
。

…
…
無
し

 　
　
　
　

ヨ
コ
の
カ
ギ　
　
　
　

１　

…
…
も
と
暗
し

4　

  

土
地
の
地
形
や
気
候
、
景
観
な

ど

7　

  

ス
マ
ト
ラ
・
ジ
ャ
ワ
・
ボ
ル
ネ

オ
な
ど
の
島
々
か
ら
な
る
国

8　

  

飲
食
店
で
水
を
お
願
い
す
る
と

き
は
？

10　

中
に
は
何
も
あ
り
ま
せ
ん
…
…

11　

横
山
大
観
、
ル
ノ
ア
ー
ル
…
…

13　

違
憲
の
…
…
保
護
法
は
廃
止
を

14　

交
番
の
こ
と
で
す

17　

ベ
ル
ト
と
も
言
い
ま
す

18　

新
宿
副
都
心
は
…
…
ビ
ル
街

20　

入
室
す
る
前
の
礼
儀

21　

60
歳
は
還
暦
、
70
歳
は
？

 　
　
　
　

タ
テ
の
カ
ギ　
　
　
　

1　

  

世
界
文
化
遺
産
は
間
近
。
…
…

製
糸
場

2　

天
然
で
最
も
硬
い
物
質

3　

  

…
…
を
踏
ん
だ
リ
ズ
ム
を
つ
け

る

4　

  

サ
ザ
エ
さ
ん
の
お
母
さ
ん
の
名

は
？

5　

  

あ
と
の
こ
と
が
気
に
な
っ
て

…
…
を
引
か
れ
る

6　

自
動
で
開
く
も
の
も
あ
る

9　

  

フ
ラ
ン
ク
リ
ン
が
発
明
し
ま
し

た

12　

  

グ
ラ
イ
ダ
ー
を
日
本
語
で
言
う

と
？

13　

  

積
乱
雲
が
と
き
ど
き
落
と
し
ま

す

クロスワードパズル
《解き方》
イラストをヒントにして、二重ワクの６
文字をうまく並べてできる言葉は？

〈
応　

募　

方　

法
〉

☆
〆
切
／
7
月
31
日
必
着

☆ 

宛
先
／
神
戸
医
療
生
協
本
部
編
集

部
（
住
所
は
表
紙
参
照
）

☆ 

ハ
ガ
キ
に
「
解
答
・
住
所
・
氏
名

年
齢
」
を
記
入
の
上
、
余
白
に
ご

意
見
、
通
信
な
ど
も
あ
わ
せ
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。
匿
名
希
望
の
方
は
、

そ
の
旨
お
書
き
添
え
く
だ
さ
い
。

　

パ
ズ
ル
の
正
解
者
の
中
か
ら
次
の

10
名
の
方
に
千
円
分
の
図
書
カ
ー
ド

を
郵
送
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

柏
原
純
子
、
村
松
美
代
子
、
水
田
敦

子
、
新
澤
邦
子
、
堀
江
良
子
、
鵜
飼

純
子
、
千
谷
斐
子
、
萬
水
幸
子
、
松

田
淳
子
、
土
井
一
功 

（
敬
称
略
）

5
・
6
月
号
パ
ズ
ル
の
解
答

ツ
ツ
ジ
ゼ
ン
セ
ン
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かがやき
5周年 どんぐり

5周年

はすみや
1周年

健康仲間のつどい

西区 囲碁班

平和バスツアー

　　　　公開講座眞鍋医師と

石川副院長による

▼ デイサービス
　 ほのぼのの郷
　 体験会

▲ 岩国米軍基地
　 見学中

おめでとう!
生協会館


